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猪 口

栽培ギクの栄養繁殖には,簡便で効率的なさし芽繁

殖が一般に採用されている.キクの若い茎には師部と

皮層の間に連続した硬膜組織がなく,不定根形成が比

較的容易であるところから,発根生理に関する研究が

多い (HartmannandKester,1968).さし木あるい

はさし芽の不定根形成には,植物ホルモンとしてオー

キシンの強い影響が早くから認められている (Went

andThimann,1937).栽培ギクにおいては,さし芽

内のオーキシン様物質はその活性がさし芽の翌日より

高まり,5日日頃から高いレベルで安定して発根を促

すことが認められている (町田･藤井,1969)ほか,

サイトカイニンもオーキシンと併用処理することによ

って (El-Shafieelal.,1976), また,オーキシンと

対称的に作用するアブサイシン (ABA)ち, さし穂

の気孔を閉じて水収支のバランスを保ち,間接的なが

ら発根促進作用のあること (Orton,1979)などが兄

いだされている.発根には,茎組織内の炭水化物の量

も大きく作用し,これによって発根の難易の差が生ず

ることが明らかにされている (Stoltz,1968).

また,環境要因との関連で,高温 (30oC)では栽培

ギクの不定根の根源体形成を促し,適温 (25oC)でそ

れらの伸長を促すこと (Dykeman,1976),或る程度

の補光あるいは長日処理が不定根形成を促すことなど

(Hartmannand比ester,1968)が認められている.

本研究は,栽培ギクのさし芽発根に対する環境要因

のうち,数種の温度条件を設定し,不定根形成の生理

を究めることを目的として行われた.とくにさし芽活

着の最も重要な指標となる不定根数の増加について制

御環境下において調査を行い,現在周年にわたってい

る栽培ギクのさし芽繁殖への基礎的な知見を得ること

が目的である.

材料および方法

栽培ギク ■黄天ケ原"の茎項部をさし穂として調整

し,試験に用いた.さし穂はいずれも斉-な生育株よ

り展開葉を 6ないし7枚つけて 採取した. さし芽は

1970年 5月 5日,プラスチック平鉢に砂ざLL,直ち

にファイトトロンガラス室に搬入した.温度区は 30B

C,25oC,20oCおよび15oCの4段階に設定し,とくに

被覆は行わず,適宜散水を行った.なお,室内の湿度

は各室とも約60%であった.また別に試験区を設け,

25oC人工周明壷 (約 80001ux)に搬入し,全日長処

理を行った.各区ともさし芽 5日後から適時 1区約 8

本ずつの根数ならびに総根長を調査した.

結果および考察

1. カルス形成に対する温度の影響

さし芽繁殖に際して,先ず要求されることは,切口
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Table1. Effectsofvarioustemperatures
onthecallusandtherootformationsin
ChrysaT7(hemum morL'foILlum K̀i-Amagahara'
cuttings,
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のゆ傷組織の発達である. 各温度区内でのゆ傷組織

(カルス)形成の速さをさし芽からの経過日数で第 1

表に示した.30oCが最も早く,ついで 25oC,20oC,

15oC の順となった. そもそもカルスの形成は不定根

形成とは別の経過現象として区別され,木本類のさし

木では過大なカルス形成はかえって不定根の発根を妨

げることもあるとされている.しかし,キクのような

革本性植物では,さし穂自体の水分バランスなどの安

定化に役立ち,水分吸収を容易にする重要な機能につ

ながっている (藤井,1968).栽培ギクのさし穂にお

けるカルス形成は切口の維管束断面を中心に形成さ

れ,不定根形成ならびに発根とは位置的に無関係であ

る. むしろ発根に対して好影響を与えると考えられ

る.
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Fig.1-A.IncreasingratesOfthetotalnum-
berofrootspercuttingOfChrysa171hemum
'Ki-Amagahara'underfivetemperaturecon-

ditionsandcontinuouslightreglme.

21 不定櫨の形成に対する温度の影響

各温度区,すなわち30oC,25oC,20oCおよび 15oC

条件下での不定根の形成と発根数の増加の様相は算

1-A図に,また,さし芽より発根までの経過日数は

第 1表に示した.前記カルス形成と同様の順序で発根

が始まった.すなわち,30℃ 区が最も早く,25oC,

20oC,15DC の順で遅れ,15oC 区は 30oC区の2倍の

日数を要したこととなる.不定根数の増加程度は,各

区間に著しい差異が見られず,発根数増加最盛期の直

線的な増加傾向 (回帰係数)は各温度区ともほぼ等し

い値を示した.それぞれの直線回帰式を第 2表に示し

たが,その回帰係数に有意の差は見 られなかった.な

お,これら回帰係数の平均値から栽培ギクさし穂の発

根数増加のモデル図を推定したのが第 1-B図であ

Table2.Linearregressionsoftheincreas1
1mgrateOrnumberorrootsshownunder
yarioustemperatureconditions.
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栽培ギクのさし芽繁殖

る.

町田･藤井 (1969)によれば,栽培ギクは5月中旬

さしの場合,さし芽茎中のオーキシン活性は翌日より

増加し始め,5日日頃から量的に安定してカルスの形

成と不定根形成に一定の正圧を加えるとしている.本

実験においても,20oC 以上の各区のカルス形成なら

びに発根は5日から10日日頃に始まり,発根数につい

ては,それ以降直線的に増加しており,さし穂茎中の

オーキシン活性の増加と不定根形成-の一定の正圧を

裏づけている.

Dykeman(1976)によればキクのさし穂における

不定根形成は高温条件である 30℃ で最大となり,そ

の後の伸長生長と根毛形成は適当な温度と見られる

25oC が最大となるとされている.本実験では,30oC
区で不定板形成が最も早く発根とその数の増加が一定

の速度で進展し,発根の経過日数は,25oC 区との間

にかなりの差を示した.温度区間における結果の相違

が単なる制御環境条件によるものか,本品種の特性に

よるかは明らかではない.いずれにしてもこれらの結

果は従来から経験的に知られている高温期の活着の早

さを裏付けている.

さらに,さし穂の発限数の増加の程度が,各温度区

とも平行的に推移し,ほぼ等しい回帰係数をもったこ

とは興味深い.すなわち,環境温度の高低による発根

の遅速はあっても,その増加の程度には基本的な差を

もたないことを示している.また本実験で設定された

温度差の範囲では組織内の維管束域での細胞分裂促進

への正圧が一定であり,連続的な硬膜組織をもたない

栽培ギクの発根に何らの障害もないことを示してい

る.大石ら (1978)は秋ギクの花芽分化期である9月

にさし芽を行い,最終的には低温区 (17℃)の発根数

が高温区 (30oC)のそれより優ることを謎めている.

花芽分化期には茎中のオーキシン活性も不安定とな

り,むしろ発根がある程度抑えられることを考慮すれ

ば,時期的な植物体内生理の差とも考えられる.

3.根の伸長生長に対する温度効果

さし穂当たりの練板長の増加には根数の増加に示さ

れたような一定の勾配をもった直線的傾向は認められ

なかったが,根数の増加と同様,高温はど早くから伸

長増加を示し,根数の増加とほぼ比例的な現象と認め

られる (第2図参偲).根の伸長生長量は各区の温度

の高低の影響を受けており,高温区となる程,根の伸

長生長は大である.

4.不定相の形成および伸長に対する全日長効果

20oC 人工照明による仝日長条件下での不定根形成
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Fig.2.IncreaslngratesOftotalrootlength
per cutting of Chrysat7lhemum 'Ki-Ama-
gahara'under丘Vetemperatureconditions
andcontinuouslightreglme.

は,その発根の早さ,数の増加および根の伸長生長の

それぞれにおいて自然日長 25oC区の値より優れた値

を示した (第 1-A図,第 1-B図 および第2図参

照). また根数増加の程度を示す直線回帰の係数は自

然日長の各温度区の平均値,+3.662 に最も近似の

+3.699を示し,根数増加に加わる正圧には日長の影

響は認められなかった.ただ最終的な根数,総根長の

値は自然日長 25oC区はもちろん,30℃ 区の値をも

凌駕した.

一般にさし木の不定根形成には長日条件が好影響を

及ぼすとされており(HartmannandKester,1968),

栽培ギクでは自然日長の増加,すなわち日照量の多い

状態での長日条件が難発根性品種の不定根形成を早め

ている (Stoltz,1968).また一方,適当な補光によ

ってもさし穂内の炭酸同化物質の増加をきたし,ひい

ては活着を早めることが見出されている (Anderson

andCarpenter,1974;Carpenteretal.,1973).本

実験での仝日長処理が人工頗明で 80001ux という比

較的低照度のもとで行われたにもかかわらず自然光区

に比して活着促進の効果が認められたことは長日条件

の効果が大であったと考えられよう.さらに全日長条

件下でも発根数増加の程度に差が見 られなかったこと

は,栽培ギクのさし穂の不定根形成数の増加には時期

的な,また品種特有の差は見 られても同一品種の一定

時期には温度とともに日長条件の差による影響も殆ん

ど見られないことを示唆している.
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摘 要

栽培ギクのさし芽繁殖に際してのカルスの形成,不

定根形成の早さ,および根数の増加の程度に及ぼす環

境要因の影響を温度ならびに日長に関しての制御環境

条件のもとで品種 "黄天ケ原"を使用して調査した.

温度条件は 30oC,25oC,20℃ および 15oC の4段

階に設定し,別に 25oC 全日長区を設けた.各温度

区におけるカルスの形成 お よび不定根形成の早さは

30oC区が最も早く,ついで 25oC仝日長区,25oC,

20oC,15℃ 区の順であった. また発根数の増加の割

合は,各温度区とも大差がなく,直線回帰係数の平

均値は +3.662となり,仝日長区で示 された同値

+3.699とともに板数増加には品種あるいは時期的な

差は別として温度,および日長条件によって影響をう

け難いことが示唆された.
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Summary

Inthevegetative propagation with aterminalcuttingin Chrysanthemum mori-

/olium 'Ki-Amagahara',theeffectsofcontrolledenvironmentalfactorsoffourtem･
peraturelevelsof30oC,25℃ ,20oC and 15oC,and a continuouslightregimeh1
25oC,Ontherootingresponsesandtheincreaslngrateinnumberorrootswerein-

vestlgated.
Callusformationandrootingwererecognizedasfasterinhighertemperatures

thanin loweronesin theorderof30oC,25oC,20oC and15oC,and,underthecon-

tinuouslightreglme,therootingwaspromoted ascompared with thecuttingin

naturalphotoperiod. Ontheotherhand,in theincreaslngrateinnumberofroots
therewasnosignificantdifferencesamongthecuttingsin thosetemperatures. A

certainregressioncoe爪cientof+3.662wasreckoned asanaverage. Itwassug-

gested thattheincreaslngrateOfadventitious root in Chrysallfhemum cuttlngS
werenotaffectedunderanytemperatureconditionsandcontinuouslightreglme.


